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例１） 砂利プラントで、洗浄汚泥を脱水処理する

例２） 食品製造工場で動植物性残さを堆肥化する

例３） 建設会社が自社の破砕機でがれき類を破砕する

例４） 飲食店で、廃食用油を精製してＢＤＦ燃料にする

例５） 木製品製造工場で、木くずをボイラー燃料にする

・自ら処理プラントを有していることが最低条件
・スケールメリットの問題がある
・自ら処理で廃棄物処理を完結させることは難しい

廃棄物の処理を業として行おうとする者は、知事（産業廃棄物）ま

たは市町村長（一般廃棄物）から営業許可を得なければならない。

営業許可

法に定める種類・規模の施設で廃棄物の処分を行おうとする者は、

知事から設置許可を得なければならない。

施設許可

①産業廃棄物収集運搬・処分業 ②特別管理産業廃棄物収集運搬・処分業
③一般廃棄物収集運搬・処分業 ④特別管理一般廃棄物収集運搬・処分業

①産業廃棄物処理施設設置許可（政令により２１種類の施設を規定）
②一般廃棄物処理施設設置許可（ごみ処理施設、し尿処理施設、最終処分場）

番号 施設の種類 規模要件

１ 汚泥の脱水施設 処理能力が １０ｍ３／日 を超えるもの

２（１） 汚泥の乾燥施設 処理能力が １０ｍ３／日 を超えるもの

２（２） 汚泥の天日乾燥施設 処理能力が １００ｍ３／日 を超えるもの

３
汚泥の焼却施設

（ＰＣＢ処理物を除く）

処理能力 ５ｍ３／日 を超えるもの または
処理能力 ２００ｋｇ／時間 以上 または
火格子面積 ２ｍ2 以上

４ 廃油の油水分離施設 処理能力が １０ｍ３／日 を超えるもの

５
廃油の焼却施設

（廃ＰＣＢ等を除く）

処理能力 １ｍ３／日 を超えるもの または
処理能力 ２００ｋｇ／時間 以上 または
火格子面積 ２ｍ２ 以上

６ 廃酸・廃アルカリの中和施設 処理能力が ５０ｍ３／日 を超えるもの

７ 廃プラスチック類の破砕施設 処理能力が ５トン／日 を超えるもの

８
廃プラスチック類の焼却施設

（ＰＣＢ汚染物、ＰＣＢ処理物を除く）
処理能力 １００ｋｇ／日 以上 または
火格子面積 ２ｍ2 以上

８－２ 木くずまたはがれき類の破砕施設 処理能力が ５トン／日 を超えるもの

９ 有害汚泥のコンクリート固化施設 －

１０ 水銀汚泥のばい焼施設 －

１１ シアン化合物の分解施設 －

１１－２ 廃石綿又は石綿含有産業廃棄物の溶融施設

１２ 廃ＰＣＢ等、ＰＣＢ汚染物、ＰＣＢ処理物の焼却施設 －

１２－２ 廃ＰＣＢまたはＰＣＢ処理物の分解施設 －

１３
ＰＣＢ汚染物またはＰＣＢ処理物の洗浄施設、または
分離施設

－

１３－２ 産業廃棄物焼却施設（３，５，８，１２を除く）
処理能力 ２００ｋｇ／時間 以上 または
火格子面積 ２ｍ２ 以上

１４－イ 産業廃棄物最終処分場（遮断型） －

１４－ロ 産業廃棄物最終処分場（安定型） －

１４－ハ 産業廃棄物最終処分場（管理型） －

環境整備事業団が有する許可

①産業廃棄物処理施設の設置許可
②一般廃棄物処理施設の設置許可
③産業廃棄物処分業の営業許可
④特別管理産業廃棄物処分業の営業許可
⑤一般廃棄物処分業の営業許可（北杜市）

産業廃棄物（１２種類）
特別管理産業廃棄物

（廃石綿等）

一般廃棄物（溶融スラグ）

最終処分場
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一般廃棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定める省令

貯留構造物

地下集排水管

集水マット

下層シート 上層シート自己修復性シート

ベントナイト混合土

３重の遮水工（法面）

３重の遮水工（底盤）

浸出水集排水管

浸出水調整槽

調整槽内部

容量８，０００ｍ３
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浸出水処理施設 地下水モニタリング施設

高度処理施設

微量有害物質分解装置

地下集排水管人孔

地下水観測井

竪型集排水管 遮光性丌織布

平成２１年５月２０日の施設オープン後、山梨県環境整備センターでは、
法令の基準を遵守し、安全な施設運営に努めています

アスベストの埋立管理 廃棄物の事前審査
施設日常点検
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